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私たちは山口市老人クラブ連合会の活動を応援しています
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中村会長あいさつ中村会長あいさつ

講師 上利氏講師 上利氏研修会の様子研修会の様子

総会議長選出総会議長選出

来賓 堀部長来賓 堀部長祝辞祝辞
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全国老人クラブのメインテーマが「のばそう！健康寿命、担おう！地域づくりを」となっています。真に豊かで楽しい魅力あるクラブづ
くりと多様化する高齢者ニーズに対応できる「山口市老人クラブ連合会」を目指し、「老人クラブがあるからこそ、地域が元気」と言
われるよう活動を展開します。
　全国的に少子高齢化、人口減少等の課題があるなか、特に山口市では高齢化率が30％を超え全国に比べ早いスピードで少子・高
齢化が進行しています。このような中、誰もが住み慣れた地域で生きがいを持って暮らすことのできる「地域共生社会」の実現に向
けて取り組みが進められているところです。
　長年にわたり豊富な知識や経験、能力を培ってきている私たち老人クラブは、地域の一員として、高齢者の健康や生きがいづくり、
地域での活動へ一段と参画していくことが求められています。
　地域では、高齢者が高齢者を支える地域活動（地域支え合いなど）、地域やまちづくりにおいて老人クラブの重要性が高まる一方、

「健康・友愛・奉仕」の三大活動をはじめ種々の老人クラブ活動を行ってきた老人クラブは、会員の高齢化とともに会員の減少が進
んでいます。老人クラブ活動を継続し、活性化につなげるため、行政に先導役となっていただくなど関係機関・団体と共に積極的に
老人クラブ組織の地域や社会における位置づけ、重要性を高めていくことを進めていかねばなりません。
　そのため、会員の加入促進が急務であり、組織の若返りとともに役員等の後継者育成を進め、特に老人クラブの土台である単位
老人クラブ会長の育成強化を図っていきます。
【重点目標】
1. 若手会員（74 歳以下）増強運動

各支部の会員増強の強化及び単位老人クラブへの働きかけ
サポート会員（40 代～50 代）の勧誘促進

2. 高齢者同士の支え合い活動（仲間づくり）
3. 高齢者の健康活動（フレイル（虚弱）予防活動）
4.  地域プラットホーム（基盤）としての市老連強化
【主要事業】
1. 全国三大運動「健康・友愛・奉仕」活動を推進し、円滑な活動のため各支部を中心に、単位老人クラブで実践します。
2. シニア山口として一体感を深め、会員相互の親睦を図るとともに、関係諸団体との交流活動を促進するため、各支部に
　 おいて趣旨に沿って事業を行います。
   ・健康づくりふれあい大会（山口市・山口市社会福祉協議会との共催）
   ・健康増進老人福祉大会（同上）
   ・山口市老連健康増進グラウンド・ゴルフ大会
   ・山口市老連会長杯健康ゴルフ大会
   ・市町老人クラブ連合会活性化事業の推進
   ・県老人クラブフォークダンス連絡協議会フェスティバル・交流会
3. �会員増強運動は重要課題であり、引き続き推進するとともに、会員相互が共に考え、共に行動できるクラブとなるよう

組織強化を進めます。
    �会員年齢層の高齢化のなか活動の活性化と次への人材育成につながる74 歳以下の若手会員の確保に特に力を入れ

て取り組みます。また、継続的な会員確保のため、サポート会員の勧誘に全支部で取り組みます。
4.「シニア山口」は、「女性委員会」「若手委員会」が事業の先導役となり各支部の活動に波及するよう委員会活動を推進します。
5.�老人クラブ活動を広く広報するため、広報紙「シニア山口だより」を年2回発行し、会員及び関係各所に配布します。
6.�山口市や関係団体、山口市社会福祉協議会と連携し、老人クラブの諸課題を共有しながら高齢者の「生きがいづくり」

を進めます。
7.�山口市地域福祉計画・山口市地域福祉活動計画（2023 ～2027 年度）の趣旨に沿った事業を推進します。
8.�市老連事務局、各支部、地区老、単老が運営しやすい体制づくりを関係機関を交えて検討していきます。

令和8年度 山口市老人クラブ連合会「シニア山口」事業方針令和8年度 山口市老人クラブ連合会「シニア山口」事業方針
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事業計画書令和 8年度

月 日 曜　日 行　　事 場　所 備　考

4

3 金 監査会 山口市福祉センター
6（月）〜15（水）「春の全国交通安全運動」

9 木 第1回総務部会 山口市福祉センター
23 木 理事会 山口市福祉センター

5

12 火 総会・研修会 山口県総合保健会館
19 火 県老人クラブフォークダンス連絡協議会フェスティバル（春季） リフレッシュパーク
21 木 第1回女性委員会 山口市福祉センター
27 水 県老人クラブフォークダンス連絡協議会フェスティバル（春季） 阿東地域交流センター
28 木 第1回若手委員会 山口市福祉センター
29 金 県老人クラブフォークダンス連絡協議会フェスティバル（春季） 小郡ふれあいセンター

6
4 木 第1回スポーツ健康部会 山口市福祉センター
9 火 第1回福祉奉仕部会 山口市福祉センター

25 木 第2回総務部会 山口市福祉センター

7
9（木）〜10（金） 中・四国ブロック老人クラブリーダー研修会（全老連主催） 岡山市
11（土）〜20（月 「夏の交通安全運動」

23 木 第2回若手委員会 山口市福祉センター
8 18 火 正副会長会議　(表彰者審査会） 山口市福祉センター

9

4 金 市町老人クラブ連合会運営研究協議会(県老連） 県福祉会館
15（火）〜21（月） 老人週間

20 日 全国一斉「社会奉仕の日」 各地域
21（月）〜30（水）「秋の全国交通安全運動」

30 水 第20回シニア山口会長杯健康ゴルフ大会 アイランドゴルフガーデン宇部

10

6 火 県老人クラブフォークダンス連絡協議会フェスティバル（秋季） リフレッシュパーク
7 水 第2回スポーツ健康部会 山口市福祉センター

県老人クラブフォークダンス連絡協議会フェスティバル（秋季） 阿東地域交流センター 未定
27 火 第76回山口県総合社会福祉大会（県社協主催） 山陽小野田市不二輸送機ホール
29 木 第21回シニア山口健康増進グラウンド・ゴルフ大会 山口きらら博記念公園

11
12 木 第2回福祉奉仕部会 山口市福祉センター
18 水 第2回女性委員会 山口市福祉センター

26（木）〜27（金） 全国老人クラブ大会（全老連主催） 鳥取市とりぎん文化会館

12
3 木 第3回総務部会 山口市福祉センター

10（木）〜1/3（日）年末年始交通安全運動
1 14 木 第4回総務部会（新年会を兼ねる） 山口市福祉センター

2
4 木 第3回若手委員会 山口市福祉センター

18 木 第3回女性委員会 山口市福祉センター

3

3 水 女性委員研修会 山口県総合保健会館 予定
9 火 県老人クラブフォークダンス連絡協議会交流会 リフレッシュパーク
9 火 市町老人クラブ連合会代表者連絡会議（県老連主催） 県福祉会館

18 木 第5回総務部会 山口市福祉センター

※健康づくりふれあい大会・健康増進老人福祉大会については支部開催といたします。
※総務部会については、必要に応じて開催します。
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収支予算書令和 8年度
収入の部

科　目 本年度予算額（A）前年度予算額（B）差引増減額（A-B） 備　考

繰越金 219,725 82,679 137,046 各支部から負担金、会費が納入されるまでの
期間の運営費

会　費 840,345 878,130 △ 37,785

県老連会費分（各支部から）           
＠ 100 × 5,093 人 509,300

市老連会費分（各支部から）           
＠ 65 × 5,093 人　 331,045

補助金 2,938,533 2,941,038 △ 2,505
活動費補助金（市から） 2,694,696
福祉団体活動支援事業補助金（市社協から） 243,837

事業費補助金 30,000 30,000 0 市町老人クラブ連合会活性化事業補助金（県老連から）

各支部負担金 520,000 300,000 220,000
50,000 × 6 支部 300,000
育成費分負担金 220,000

雑収入 25,000 10,000 15,000 フォークダンス連絡協議会事務手数料 
受取利息　（株）ニチコミ折込チラシ手数料

計 4,573,603 4,241,847 331,756

支出の部
科　目 本年度予算額（A）前年度予算額（B）差引増減額（A-B） 備　考

補助金 2,608,533 2,611,038 △ 2,505
活動費補助金（各支部へ） 2,364,696
市社協からの補助金（各支部へ） 243,837

活動費 190,000 160,000 30,000

健康づくりふれあい大会 20,000
老人福祉大会 20,000
スポーツ健康部会（GG 大会） 30,000
市町老人クラブ連合会活性化      
事業補助金 10,000

女性委員会 35,000
若手委員会 35,000
会議費 40,000

負担金 649,300 532,200 117,100

県老連へ会費として　 
＠ 100 × 5,093 人 509,300

山口市社会福祉協議会 140,000

事業費 30,000 30,000 0 市町老人クラブ連合会活性化事業補助金 （市老連）
事務費 60,000 10,000 50,000 プリンター・事務用品代他 
賃　金 877,800 702,000 175,800 ＠ 1,100 円× 6h × 133 日
慶弔費 10,000 10,000 0
予備費 147,970 186,609 △ 38,639

計 4,573,603 4,241,847 331,756

（単位 : 円）

（単位 : 円）
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ム
が
進
む
に
つ
れ
て
広
が
っ
た
ピ

ン
を
狙
う
の
が
難
し
く
な
っ
た
り
、

狙
う
数
字
を
考
え
た
り
と
、
参
加

者
は
戦
略
に
苦
心
し
な
が
ら
楽
し

み
ま
し
た
。

シ
ニ
ア
山
口
で
は
、
貸
出
用
に
、

室
外
用
・
室
内
用
各
2
セ
ッ
ト
購

入
し
ま
し

た
。
各
支
部

や
単
老
で
の

活
動
、
加
入

促
進
ツ
ー
ル

と
し
て
活
用

し
て
い
た
だ

け
れ
ば
嬉
し

い
で
す
。

令
和
7
年
度
山
口
支
部
最
後
の

事
業
と
し
て
、
令
和
8
年
3
月
11
日

（
水
）
に
泉
水
原
ゴ
ル
フ
場
に
て
第

10
回
山
口
支
部
長
杯
ゴ
ル
フ
大
会
を

行
い
ま
し

た
。こ

の
大

会
は
会
員

増
強
を
目

的
と
し
て

7
年
度
交
流
会
は
、
令
和
8
年

2
月
12
日
（
木
）
に
、
楽
し
み
な

が
ら
健
康
維
持
が
で
き
る
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
「
モ
ル
ッ
ク
」
体
験
を

し
ま
し
た
。
当
日
は
委
員
28
名
が

女
性
委
員
会
と
若
手
委
員
会
の
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た

女
性
委
員
会
と
若
手
委
員
会
の
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た

参
加
、
9
チ
ー
ム
が
3
か
所
に
分

か
れ
対
戦
し
な
が
ら
「
モ
ル
ッ
ク
」

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

「
モ
ル
ッ
ク
」
は
2
チ
ー
ム
以
上

で
対
戦
し
、投
げ
る
棒
（
モ
ル
ッ
ク
）

で
１
か
ら
12
の
数
字
が
記
さ
れ
た

ピ
ン
（
ス
キ
ッ
ト
ル
）
を
倒
し
て
、

ど
の
チ
ー
ム
が
早
く
50
点
と
れ
る

か
競
う
ゲ
ー
ム
で
す
。
ボ
ウ
リ
ン

グ
に
似
て
い
ま
す
が
、
50
点
を
超

え
て
し
ま
う
と
25
点
ま
で
戻
り
そ

こ
か
ら
再
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。

簡
単
な
ゲ
ー
ム
で
す
が
、
ゲ
ー

女
性
委
員
会　

委
員
長　

高
橋　

厚
子

若
手
委
員
会　

委
員
長　

深
光　

武
夫

だよりだより
老 活ク 動

若
手
委
員
会
が
企
画
し
実
施
し
て
い

る
事
業
で
、
47
名
の
う
ち
未
会
員
8

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

皆
さ
ん
プ
レ
ー
を
楽
し
ま
れ
ま
し

た
。ゴ

ル
フ
を
楽
し
ま
れ
る
会
員
さ
ん

も
年
々
増
え
て
い
る
よ
う
で
、
毎
年

参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
会
員
さ

ん
も
お
ら
れ
ま
す
が
、
来
年
は
ぜ
ひ

未
会
員
の
方

に
お
声
か
け

い
た
だ
き
ゴ

ル
フ
を
き
っ

か
け
に
し
て

ぜ
ひ
シ
ニ
ア

山
口
へ
の
ご

加
入
に
つ
な

げ
て
い
た
だ

け
た
ら
と
思

い
ま
す
。

第第
1010
回
山
口
支
部
長
杯

回
山
口
支
部
長
杯

��

会
員
増
強
ゴ
ル
フ
大
会

会
員
増
強
ゴ
ル
フ
大
会

山口支部
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支
部
長
　
山
本
　
清
作

支
部
長
　
山
本
　
清
作

「
と
く
ぢ
年
輪
の
会
」
活
性
化
に
む
け
て

「
と
く
ぢ
年
輪
の
会
」
活
性
化
に
む
け
て

��

注
力
し
て
い
る
こ
と

注
力
し
て
い
る
こ
と

徳地支部
　

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
、仲
間
づ
く
り
を
通

じ
て
、①
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
、生
活
を

豊
か
に
す
る
楽
し
い
活
動
を
行
う
こ
と
、②

高
齢
者
の
方
々
の
知
識
や
経
験
を
生
か
し
て

地
域
を
豊
か
に
す
る
社
会
活
動
に
取
り
組
む

こ
と
に
あ
り
ま
す
。こ
の
二
つ
の
活
動
目
的
を

す
べ
て
の
ク
ラ
ブ
会
員
が
共
有
し
、活
動
に
注

力
し
て
い
く
こ
と
が
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

（
１
）楽
し
い
ク
ラ
ブ
づ
く
り

　

  �

ク
ラ
ブ
が
楽
し
い
と
知
る
と
、入
り
た
く

な
る
人
も
増
え
る
。ど
の
よ
う
な
ク
ラ
ブ

が
楽
し
い
か
、会
員
全
員
で
考
え
実
践
す

る
。そ
れ
が
、ク
ラ
ブ
へ
の
愛
着
と
会
員
一

人
ひ
と
り
の
意
識
の
向
上
に
つ
な
が
る
。

（
２
）役
員
の
負
担
軽
減

　

  �

ク
ラ
ブ
の
皆
で
役
割
を
分
担
し
、役
員

だ
け
で
な
く
一
人
ひ
と
り
の
負
担
を
軽

減
す
る
。任
期
の
短
縮
も
そ
の
一
つ
と
考

え
ま
す
。

（
３
）女
性
会
員
の
特
色
を
活
か
す

　

  �

女
性
な
ら
で
は
の
視
点
や
細
や
か
さ
が
、

友
愛
活
動
や
社
会
奉
仕
活
動
、サ
ロ
ン
活

動
に
生
か
さ
れ
ま
す
。

　

  �

ま
た
、女
性
同
士
の
横
の
つ
な
が
り
の
広

さ
も
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
お
い
て
大

き
な
強
み
と
な
り
ま
す
。

（
４
）若
手
会
員
の
組
織
化

　

  �
75
歳
未
満
の
会
員
の
加
入
促
進
は
、最
大

の
懸
案
事
項
で
す
。若
い
同
年
代
の
勧
誘

は
非
常
に
有
力
で
す
。若
手
委
員
会
の
組

織
強
化
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

（
５
）女
性
委
員
・
若
手
委
員
リ
ー
ダ
ー
の
養
成

　

  �

リ
ー
ダ
ー
の
役
割
の
養
成
、コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
、新
し
い
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
研
修
に
取
り
組

む
こ
と
。

（
６
）会
員
の
健
康
状
態
の
向
上

　

  �

会
員
の
健
康
状
態
の
維
持
向
上
に
努
め

る
、会
員
の
「
健
康
寿
命
の
延
伸
＝
介
護

予
防
・
認
知
症
予
防
」に
努
め
て
い
く
こ

と
が
地
域
に
お
い
て
老
人
ク
ラ
ブ
の
存

在
意
義
を
高
め
る
。

（
７
）地
域
の
支
え
合
い
活
動
の
強
化

　

  �

声
掛
け
や
話
し
相
手
・
相
談
相
手
・
日
常

的
な
生
活
支
援
を
行
う
老
人
ク
ラ
ブ
の

友
愛
活
動
は
、地
域
社
会
の
担
い
手
の
一

つ
と
し
て
支
援
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
は

会
員
増
強
の
弾
み
に
も
な
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
環
境
の
中
で
は
、そ

れ
ぞ
れ
抱
え
る
課
題
は
当
然
異
な
り
ま
す
が
、

「
過
疎
化
」と
「
高
齢
化
」が
同
時
に
進
む
厳

し
い
状
況
下
で
「
と
く
ぢ
年
輪
の
会
」も
会
員

増
強
運
動
の
重
点
項
目
に
専
門
部
会
の
充
実
・

活
性
化
に
よ
る
増
強
を
推
進
中
で
す
が
、活

動
の
一
つ
の
例
と
し
て
、グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

の
普
及
に
よ
る
会
員
の
増
強
が
あ
り
ま
す
。

米
生
会
　
松
㟢
　
保
彦

米
生
会
　
松
㟢
　
保
彦

シ
ニ
ア
山
口
秋
穂
支
部
「
米
生
会
」
活
動
紹
介

シ
ニ
ア
山
口
秋
穂
支
部
「
米
生
会
」
活
動
紹
介

秋穂支部

米
生
会
は
一
度
秋
穂

支
部
か
ら
離
脱
し
ま

し
た
が
、米
生
会
の
役

員
交
代
と
秋
穂
支
部

長
の
お
薦
め
も
あ
り
、

活
動
再
開
と
再
度
秋

穂
支
部
へ
入
会
を
し

ま
し
た
。

米
生
会
は
、山
口
市

秋
穂
日
地
区
に
属
し

ま
す
。

日
地
区
域
は
青
江

塩
田
で
栄
え
、日
地

石
風
呂
は
浜
主
永
楽

屋
（
松
永
）栄
蔵
が
塩
田
労
務
者
や
、付
近
の

人
々
の
保
養
を
目
的
に
建
造
し
た
も
の
で
、石

材
及
び
石
工
は
大
島
郡
の
も
の
で
あ
っ
た
と

つ
た
え
ら
れ
て
い
ま
す
。経
緯
を
刻
ん
だ
石

柱
に
は
「
文
久
二
壬
戌 

俊
乗
坊
重
源
和
尚
遺

方 

松
永
栄
蔵
建
立
」と
刻
ま
れ
「
石
風
呂
」が

山
口
市
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

2
年
前
か
ら
、「
米
生
会
」が
「
石
風
呂
」の

管
理
者
と
し
て
登
録
を
し
、普
段
は
使
用
さ

れ
て
い
な
い
の
で
、木
の
根
が
洞
内
に
下
が
っ

て
く
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に
、火
入
れ

や
清
掃
を
す
る
等
、子
ど
も
会
と
年
2
回
管

理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

作
業
後
は
、公
民
館

で
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
お
弁
当
を
食
べ
な

が
ら
談
笑
し
て
い
ま

す
。夏

休
み
中
は
、お
大

師
堂
で
子
ど
も
た
ち
と

「
ラ
ジ
オ
体
操
」を
行
い

（
は
や
お
き
）の
印
を

カ
ー
ド
に
押
し
て
あ

げ
、最
終
日
に
は
老
若

男
女
が
（
は
や
お
き
）の
印
の
数
を
数
え
、目

を
細
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
子
ど
も
会
」か
ら
「
米
生
会
」が
招

待
を
う
け
、カ
レ
ー
ラ
イ
ス
会
や
ゲ
ー
ム
な
ど

で
、年
間
を
通
し
て
孫
の
い
な
い
年
寄
り
と
、

爺
婆
を
知
ら
な
い
子
ど
も
ら
が
ふ
れ
あ
い
の

時
間
に
し
て
い
ま
す
。
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（8）（8）

今
年
度
よ
り
当
地
区
の
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
の
会
長
に
就
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。2
年
前
単
位
老
人
会
の
会
長
に

な
っ
た
ば
か
り
な
の
に
、今
度
は
6
単
位

老
人
会
全
部
に
関
わ
る
こ
と
と
な
り
ア

タ
フ
タ
し
て
お
り
ま
す
。他
に
も
会
長
職

が
数
種
あ
り
、も
う
い
い
齢
な
の
で
降
り

な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
な
の

に
、ま
た
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。鞄
を
分
け
て
混
同
し
な
い
よ
う
に
し

て
は
い
る
も
の
の
、頭
の
方
が
混
乱
し
そ

う
で
す
。

単
位
老
人
会
、地
区
老
連
、市
老
連
等

皆
同
じ
よ
う
に
会
員
が
少
し
ず
つ
減
少

阿
東
地
域
で
は
、高
齢
化
率
が
60
％
を

超
え
て
お
り
、シ
ニ
ア
世
代
の
活
躍
が
不

可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
健
康
づ
く
り
の

た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
行
っ
て
い

ま
す
。

令
和
7
年
度
は
輪
投
げ
大
会
、グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
、カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大

会
、重
源
の
郷
と
毛

利
庭
園
で
の
紅
葉

狩
り
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
、い
き
い
き
音
楽

会
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
行
事

を
通
し
会
員
の
皆

さ
ん
が
運
動
を
す

る
機
会
が
増
え
る

こ
と
で
、身
体
と
心

の
健
康
寿
命
を
延

し
て
お
り
ま
す
。い
ろ

い
ろ
な
要
因
は
あ
る
と

思
い
ま
す
が
一
番
の
要

因
は
新
し
い
会
員
の
加

入
が
少
な
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。 

何
の
会
で
も
同
じ
で
す
が

始
め
る
時
は
本
気
で
勧
誘
し
ま
す
が
、年

を
重
ね
る
ご
と
に
気
運
が
薄
れ
既
に
お

入
り
の
方
が
健
康
等
の
都
合
に
よ
り
参

加
で
き
な
く
な
り
、徐
々
に
減
っ
て
い
く

状
況
で
す
。 

ど
う
す
れ
ば
新
し
い
方
が

会
員
に
な
り
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
か

と
考
え
た
時
、楽
し
い
会
や
た
め
に
な
る

会
、小
旅
行
な
ど
に
会
員
以
外
の
方
も
誘

ば
し
、こ
れ
か
ら
も

阿
東
地
域
で
活
躍
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が

狙
い
で
す
。

特
に
ス
ポ
ー
ツ
大

会
に
お
い
て
は
、当

日
ま
で
に
練
習
を
さ

れ
た
り
、大
会
後
も
継
続
し
て
取
り
組
ま

れ
る
方
も
お
ら
れ
、会
員
一
人
ひ
と
り
の

習
慣
的
な
運
動
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

令
和
8
年
度
は
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
、保
健
セ
ン
タ
ー
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、い
き
い
き
フ
レ
イ
ル
予
防
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
予
定
で
す
。全
3
回
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
通
し
て
、心
と
身
体
の
健
康
へ

の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

い
会
員
予
備
軍
と
し
て
参
加
を
促
す
よ

う
に
す
る
の
が
一
番
い
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。会
費
を
払
っ
て
い
る
会
員
と

多
少
差
が
出
る
も
の
の
、活
性
化
に
は
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。ま
た

そ
う
し
た
会
を
催
す
に
も
資
金
が
必
要

と
な
り
、そ
の
捻
出
に
苦
労
が
あ
ろ
う
と

思
わ
れ
頭
の
痛
い
所
で
も
あ
り
ま
す
。そ

し
て
ま
た
そ
の
会
を
お
世
話
く
だ
さ
る
方

（
役
員
）に
な
っ
て
く
だ
さ
る
方
が
少
な

い
よ
う
で
す
。歳
を
取
っ
て
面
倒
な
こ
と

は
し
た
く
な
い
ら
し
く
消
極
的
な
方
が

あ
り
、役
員
が
い
な
い
と
そ
の
会
は
消
滅

し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。そ
う
し

た
こ
と
で
な
く
な
っ
た
会
が
幾
つ
か
あ

る
と
耳
に
し
て
い
ま
す
。自
分
の
こ
と
と

し
て
積
極
的
に
参
加
し
、活
性
化
し
て
く

だ
さ
る
方
の
参
加
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

平
川
地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
プ
　
会
長
　
土
田
　
謙
道

平
川
地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
プ
　
会
長
　
土
田
　
謙
道

地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
会
長
に
推
さ
れ
て

地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
会
長
に
推
さ
れ
て

山口支部

支
部
長
　
松
岡
　
才
記

支
部
長
　
松
岡
　
才
記

健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

阿東支部

日　時 会　場 時　間 内　容

R8 年
6 月 4 日

（木）

阿東地域交流センター
大ホール

10:00
～

11:30

自分の身体の状態を知ろう
～フレイル測定会～

【測定内容】
・体組成測定・握力測定
・脳の健康チェック・5 ｍ歩行
・フレイルチェックシート

R8 年
8 月 3 日

（月）

阿東地域交流センター
篠生分館
屋内交流スペース

10:00
～

11:30

笑って話して心も元気
～ゲートキーパーってなに～
公認心理師による講話

R8 年
11 月 4 日

（水）

阿東地域交流センター
地福分館
大集会室

10:00
～

15:00

【午前】
動いて食べよう！フレイル予防
～健康指導士による運動の実践方法～
食推さんによる栄養ミニ講話と昼食提供

【午後】
ウェルカムボードを作ろう

フレイル予防プログラム（全3回）
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私
は
現
在

私
は
現
在
7878
歳
で
、
一
人

歳
で
、
一
人

暮
ら
し
を
し
な
が
ら
酒
屋
を

暮
ら
し
を
し
な
が
ら
酒
屋
を

営
み
、
一
反
三
畝
の
田
ん
ぼ

営
み
、
一
反
三
畝
の
田
ん
ぼ

を
耕
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま

を
耕
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま

だ
現
役
で
働
け
る
こ
と
に
感

だ
現
役
で
働
け
る
こ
と
に
感

謝
し
つ
つ
、
季
節
ご
と
に
表

謝
し
つ
つ
、
季
節
ご
と
に
表

情
を
変
え
る
田
ん
ぼ
の
景
色

情
を
変
え
る
田
ん
ぼ
の
景
色

に
励
ま
さ
れ
な
が
ら
、
日
々

に
励
ま
さ
れ
な
が
ら
、
日
々

の
暮
ら
し
を
続
け
て
い
ま

の
暮
ら
し
を
続
け
て
い
ま

す
。
す
。単

位
老
人
ク
ラ
ブ
の
入
会

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の
入
会

はは
6565
歳
の
時
で
し
た
が
、
当

歳
の
時
で
し
た
が
、
当

初
は
そ
れ
ほ
ど
熱
心
に
活
動

初
は
そ
れ
ほ
ど
熱
心
に
活
動

に
参
加
し
て
き
た
わ
け
で
は

に
参
加
し
て
き
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、

あ
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、

令
和
令
和
77
年年
1010
月
頃
、友
人
か
ら

月
頃
、友
人
か
ら

「
連
合
会
に
入
会
し
て
会
計

「
連
合
会
に
入
会
し
て
会
計

を
担
当
し
て
ほ
し
い
」
と
声

を
担
当
し
て
ほ
し
い
」
と
声

を
か
け
ら
れ
た
こ
と
を
き
っ

を
か
け
ら
れ
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
令
和

か
け
に
、
令
和
88
年
度
よ
り

年
度
よ
り

本
格
的
に
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

本
格
的
に
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

に
関
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

に
関
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
前
職
で
は
、
経
理
業
務

た
。
前
職
で
は
、
経
理
業
務

全
般
の
仕
事
に
長
く
携
わ
っ

全
般
の
仕
事
に
長
く
携
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
経
験
も

て
き
ま
し
た
。
そ
の
経
験
も

あ
っ
て
か
、
会
計
担
当
と
し

あ
っ
て
か
、
会
計
担
当
と
し

て
お
声
が
け
い
た
だ
い
た
の

て
お
声
が
け
い
た
だ
い
た
の

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
収
支

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
収
支

決
算
書
作
成
は
私
に
と
っ
て

決
算
書
作
成
は
私
に
と
っ
て

は
日
常
業
務
の
延
長
の
よ
う

は
日
常
業
務
の
延
長
の
よ
う

な
も
の
で
あ
り
、
財
務
諸
表

な
も
の
で
あ
り
、
財
務
諸
表

全
体
の
つ
な
が
り
を
意
識
し

全
体
の
つ
な
が
り
を
意
識
し

な
が
ら
数
字
を
見
る
こ
と
が

な
が
ら
数
字
を
見
る
こ
と
が

身
に
つ
い
て
い
ま
す
。
そ
の

身
に
つ
い
て
い
ま
す
。
そ
の

力
を
少
し
で
も
老
人
ク
ラ
ブ

力
を
少
し
で
も
老
人
ク
ラ
ブ

の
運
営
に
役
立
て
た
い
と
考

の
運
営
に
役
立
て
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

え
て
い
ま
す
。

一
方
で

一
方
で
1010
年
ほ
ど
前
か
ら
、

年
ほ
ど
前
か
ら
、

お
寺
の
総
代
と
幼
稚
園
の
監

お
寺
の
総
代
と
幼
稚
園
の
監

事
も
兼
任
し
て
い
ま
す
。
お

事
も
兼
任
し
て
い
ま
す
。
お

寺
や
学
園
に
関
わ
る
立
場
に

寺
や
学
園
に
関
わ
る
立
場
に

あ
る
以
上
、
認
知
症
に
な
っ

あ
る
以
上
、
認
知
症
に
な
っ

て
は
い
ら
れ
な
い
と
い
う
思

て
は
い
ら
れ
な
い
と
い
う
思

い
も
あ
り
、
心
身
の
健
康
管

い
も
あ
り
、
心
身
の
健
康
管

理
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
意

理
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
意

識
を
向
け
る
よ
う
に
な
り
ま

識
を
向
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、

し
た
。
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、

気
の
合
う
友
人
が

気
の
合
う
友
人
が
33
人
お
人
お

り
、
普
段
か
ら
よ
く
話
し
相

り
、
普
段
か
ら
よ
く
話
し
相

手
に
な
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

手
に
な
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

時
に
は
隣
町
ま
で
足
を
延
ば

時
に
は
隣
町
ま
で
足
を
延
ば

し
、
お
い
し
い
焼
き
鳥
を
頬

し
、
お
い
し
い
焼
き
鳥
を
頬

張
り
な
が
ら
、
昔
話
か
ら
今

張
り
な
が
ら
、
昔
話
か
ら
今

の
世
の
中
の
こ
と
ま
で
あ
れ

の
世
の
中
の
こ
と
ま
で
あ
れ

こ
れ
語
り
合
う
時
間
は
、
何

こ
れ
語
り
合
う
時
間
は
、
何

に
も
代
え
が
た
い
楽
し
み
で

に
も
代
え
が
た
い
楽
し
み
で

す
。
一
人
暮
ら
し
で
は
あ
り

す
。
一
人
暮
ら
し
で
は
あ
り

ま
す
が
、
こ
う
し
た
友
人
や

ま
す
が
、
こ
う
し
た
友
人
や

地
域
と
の
つ
な
が
り
の
お
か

地
域
と
の
つ
な
が
り
の
お
か

げ
で
、
さ
み
し
さ
よ
り
も

げ
で
、
さ
み
し
さ
よ
り
も

心
強
さ
を
感
じ
る
こ
と
の
ほ

心
強
さ
を
感
じ
る
こ
と
の
ほ

う
が
多
い
と
実
感
し
て
い
ま

う
が
多
い
と
実
感
し
て
い
ま

す
。
す
。老

人
ク
ラ
ブ
の
活
動
も
私

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
も
私

に
と
っ
て
は
大
切
な
居
場
所

に
と
っ
て
は
大
切
な
居
場
所

の
一
つ
で
す
。
最
近
は
カ
ラ

の
一
つ
で
す
。
最
近
は
カ
ラ

オ
ケ
同
好
会
も
ス
タ
ー
ト

オ
ケ
同
好
会
も
ス
タ
ー
ト

し
、
皆
様
と
の
交
流
の
場
と

し
、
皆
様
と
の
交
流
の
場
と

し
て
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

し
て
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

歌
を
通
じ
て
気
持
ち
が
ほ
ぐ

歌
を
通
じ
て
気
持
ち
が
ほ
ぐ

れ
、
普
段
あ
ま
り
話
す
機
会

れ
、
普
段
あ
ま
り
話
す
機
会

の
な
い
方
と
も
自
然
に
会
話

の
な
い
方
と
も
自
然
に
会
話

が
生
ま
れ
ま
す
。

が
生
ま
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
酒
屋
の
仕

こ
れ
か
ら
も
、
酒
屋
の
仕

事
や
田
ん
ぼ
の
世
話
、
老
人

事
や
田
ん
ぼ
の
世
話
、
老
人

ク
ラ
ブ
で
の
会
計
の
仕
事
や

ク
ラ
ブ
で
の
会
計
の
仕
事
や

カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
で
の
ひ
と

カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
で
の
ひ
と

と
き
を
通
じ
て
、周
り
の
方
々

と
き
を
通
じ
て
、周
り
の
方
々

と
共
に
生
き
る
こ
と
を
大
切

と
共
に
生
き
る
こ
と
を
大
切

に
し
な
が
ら
、健
や
か
に
日
々

に
し
な
が
ら
、健
や
か
に
日
々

を
す
ご
し
て
い
き
た
い
と
思

を
す
ご
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

い
ま
す
。
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皆
さ
ん
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

皆
さ
ん
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

フ
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
簡
単

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
簡
単

な
ル
ー
ル
で
誰
で
も
す
ぐ
に
始
め

な
ル
ー
ル
で
誰
で
も
す
ぐ
に
始
め

ら
れ
ま
す
。
専
用
の
ク
ラ
ブ
、
ボ
ー

ら
れ
ま
す
。
専
用
の
ク
ラ
ブ
、
ボ
ー

ル
、ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
、ス
タ
ー
ト
マ
ッ

ル
、ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
、ス
タ
ー
ト
マ
ッ

ト
を
使
用
し
て
、
ゴ
ル
フ
の
よ
う

ト
を
使
用
し
て
、
ゴ
ル
フ
の
よ
う

に
ボ
ー
ル
を
ク
ラ
ブ
で
打
ち
、
ホ
ー

に
ボ
ー
ル
を
ク
ラ
ブ
で
打
ち
、
ホ
ー

ル
ポ
ス
ト
に
ホ
ー
ル
イ
ン
す
る
ま

ル
ポ
ス
ト
に
ホ
ー
ル
イ
ン
す
る
ま

で
の
打
数
を
数
え
ま
す
。

で
の
打
数
を
数
え
ま
す
。

ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
ま
で
の
距
離
は

ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
ま
で
の
距
離
は

自
由
に
設
定
で
き
ま
す
が
、
基
本

自
由
に
設
定
で
き
ま
す
が
、
基
本

はは
1515
ｍ
×
ｍ
×
22
、、
2525
m
×
m
×
22
、、
3030
mm

××
22
、、
5050
ｍ
×
ｍ
×
22
のの
88
ホ
ー
ル
で
競

ホ
ー
ル
で
競

技
し
ま
す
。

技
し
ま
す
。

一
番
の
楽
し
み
は
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

一
番
の
楽
し
み
は
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
す
る
こ
と
で
、
達
成
す
る
と
自

ン
す
る
こ
と
で
、
達
成
す
る
と
自

分
の
各
ホ
ー
ル
の
合
計
打
数
か
ら

分
の
各
ホ
ー
ル
の
合
計
打
数
か
ら

33
打
を
マ
イ
ナ
ス
す
る
と
い
う
特

打
を
マ
イ
ナ
ス
す
る
と
い
う
特

典
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
一
挙
逆
転

典
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
一
挙
逆
転

も
可
能
で
大
き
な
声
で
喜
び
を
表

も
可
能
で
大
き
な
声
で
喜
び
を
表

し
ま
す
。

し
ま
す
。

阿
知
須
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

阿
知
須
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

協
会
は

協
会
は
2222
名
の
会
員
で
平
均
年
齢

名
の
会
員
で
平
均
年
齢

はは
7878
歳
で
す
が
、
毎
週
月
・
水
・

歳
で
す
が
、
毎
週
月
・
水
・

金
曜
日
の
朝

金
曜
日
の
朝
88
時
か
ら
道
の
駅
近

時
か
ら
道
の
駅
近

く
の
「
元
気
ラ
ン
ド
」
で
練
習
し

く
の
「
元
気
ラ
ン
ド
」
で
練
習
し

て
い
ま
す
。
ま
ず
全
員
で
ラ
ジ
オ

て
い
ま
す
。
ま
ず
全
員
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、
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仲
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。
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・
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イ
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ワ
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ワ
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あ
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。
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ニ
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ニ
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習
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ボ
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